
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緑が丘だより 
【学校教育目標】 ： 明るい未来を創造する 心豊かでたくましい生徒の育成 

（https://www.edu.ayagawa.ed.jp/ayakami-j/） 

２０２０年６月１日（月） 

綾川町立綾上中学校 第３号 

この難局を乗り越えるために２ 
先月号では、ピアニストのポリーニによるピアノの難曲中の難曲の一つの

ショパン作曲の「エチュード」を紹介しながら、今の難局を乗り越えるため

のヒントを考えました｡この曲とは別に、世の中に存在するピアノ曲の中で､

多くのピアニストが口をそろえて一番難しいと評する曲があります。「ピア

ノの魔術師」と呼ばれるハンガリーの作曲家リストによる「パガニーニによ

る超絶技巧練習曲第３番『ラ・カンパネラ』」です。この「パガニーニによ

る超絶技巧練習曲」は、当時こんな難しいピアノ曲は誰にも弾きこなせない

とのクレームが多かったため､リストが３度も書き直したと言われています｡ 

 

 

 

 

 

 

ピアノ曲における難曲とは、｢音符が多い｣｢音が飛びすぎる｣｢テクニックだけでなく表現力

が必要」とするような曲と言われています。この曲を難曲としている大きな特徴は、右手の親

指と小指の往復の連続にあります。上の楽譜の は右手の小指で演奏され、高い音が連続して

います。この音が曲名の｢鐘(カンパネラ)」の音と言われています。そして は右手の親指で

演奏されますが、何とこの音の動きがこの曲のメロディなのです｡つまり、右手は親指でメロ

ディを弾いた後、すぐに小指で｢鐘｣の音を弾くといった跳躍の連続なのです。特にその跳躍は

細かい音符で書かれており､１秒間に７回(３往復)鍵盤を弾く速さで跳躍が連続するのです。

そんな中で､最大 15 度の跳躍(ピアノの鍵盤上で約 33 ㎝)を狙って演奏しなければなりません｡

もし、可能であれば机の上に 33 ㎝を測って印をつけ､その印を親指と小指の先で１秒間に３往

復してみてください。この曲がいかに難曲であることが分かるのではないでしょうか？ 

ピアニストの辻井伸行さんは、盲目のピアニストとして全世界で活躍する日本人です。彼が

弾く「カンパネラ」を見てください。盲目の彼が、全く手の感覚のみで鍵盤の上を自由自在に

動き回るこの曲の演奏は圧巻としか言いようがありません。今回、私が注目したいのは、その

演奏の表情なのです。演奏は、「鐘 (カンパネラ)」と言われる連続するクリアな高音の音を支え

に、温かい優しい表情の旋律が紡がれます。そんな難曲を演奏している辻井さんの表情にも注

目です。難曲に立ち向かっている厳しい切迫感はどこからも見受けられません。  

さて、皆さんは今日からの学校再開をどのように受け止めていますか？コロナウイルス感染

症への恐怖､学習の遅れの心配など、様々な不安や心配を抱えたままの学校再開だと思います｡

正にこれからが難局に立ち向かう日々となるのではないでしょうか。そんな時に、しかめっ面
つ ら

になってしまっては、無駄に力が入るばかりで、本来は楽しいはずの学校生活がそう感じなく

なってしまうのではないかと心配しています。新型コロナウイルスとは長期戦になりそうで

す。気を緩めることなく対応していくことが必要です。しかし、心の中に笑顔を絶やさず、穏

やかな気持ちを持って難局に立ち向かって欲しいと思っています。  

【フランツ・リスト】 

【辻井伸行さん】 

連続するジャンプの中でこ

の部分は 15 度の跳躍！何

とここは 33 ㎝ジャンプ！ 

 

=右手小指 

=右手親指 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コロナウイルスとの闘い３ 
いよいよ今日から学校再開となりましたが、新型コロナウイルスとの闘いは終わったのでは

ありません。もしかすると、本当の闘いは今日から始まったのかもしれません。中学校では、

様々な感染症対策を施しながら新型コロナウイルスと闘っていきたいと考えています。注意す

べきポイントは｢人と人の距離｣｢マスク着用の徹底｣｢手洗いなど手指等の衛生管理｣です。 

①「人と人の距離」に関して 

右の写真は１～３年生の教室の様子です。１年生は隣との距離は

150 ㎝､２年生は 120 ㎝、体の成長が著しい３年生は市松模様に机を

配置し 170 ㎝の距離を確保しています｡また､各普通教室の教卓には､

幅 120 ㎝高さ 75 ㎝の透明パネルを設置し､飛沫をガードします｡ 

②「マスク着用の徹底」に関して 

体育で運動をする授業以外の場面ではマスクの着用を徹底します｡

給食では「いただきます」の後でマスクを外し、全員が前を向いて

無言で食べるようにします｡また､マスクやティッシュなどのゴミを

個人で管理して袋に集め、自宅に持って帰って処分してもらいます｡ 

③「手洗いなど手指等の衛生管理」に関して 

特に給食の配膳前、給食後の手洗いを徹底します。また､放課後は

ドアノブやスイッチなど多くの生徒が手に触れる部分を消毒します。 

有志の方々でＰＴＡ奉仕作業 
５月１６日（土）に予定されていたＰＴＡ奉仕作業でしたが、当日の朝

があいにくの天気でしたので、翌日の１７日（日）に順延しての実施となりまし

た。有志の保護者と教職員を併せて５０名ほど方々で、運動場西側、校舎東、南

運動場西側の草刈りを行いました。ご協力ありがとうございました。今年は毎年

行っている場所までの草を刈り取ることができませんでしたが、皆様のご協力で 

さっぱりとした校庭が蘇
よみがえ

りました。６月からの学校再開に向けた準備がまた一つ整いました。 

【この人数で刈り上げました】 【斜面を丁寧に刈ります】 【徐々に草が無くなります】 【盛り上げて草を集めます】 

６月の主な行事予定 
３日（水）部活動編制          15 日（月）校内弁論大会 

５日（金）身体計測           26 日（金）生徒会総会 

８日（月）第１回学習の診断（３年）   29 日（月）マナー講座（２年） 

９日（火）花の世話           30 日（火）小中連絡会（１年） 

※24～26 日に予定されていました学期末テストは、７月８～10 日に実施の予定です。 

【２年生は 120 ㎝を Keep】 

【１年生は 150 ㎝の間隔】 

【成長した３年生は 170 ㎝】 【教卓にパネルを設置】 【机の横に My ゴミ袋】 【ﾌｪｲｽｳｫｯｼｭﾀｲﾑ！】 


